
②「低頻度メガリスク型の沿岸域災害に対する多様な効用を持つ対策の評価に関する研究（既存研究の内

容拡充）型」の評価結果（事前評価） 

 

【総合評価】 

本研究は高潮・高波対策の信頼性の向上を図るという緊急性の高い課題であり、また計画外力を上回

る対策はインド洋大津波、ハリケーン・カトリーナの事例から見ても重要な課題であることから、国総

研で重点的に実施すべきものと評価する。 

なお、研究の実施にあたっては、メガリスクに対して減災で対応するのか、施設マネジメントとリス

クマネジメントを組み合わせたより大きな枠組みで対応するのかに関する整理が必要である。また、研

究を始める前に、研究対象、目的、方法を明確に整理したうえで研究を進められたい。 

 

 

【研究を実施するに当たっての留意事項】 

なお、研究を実施するにあたっては、以下の点についても留意されたい。 

・各港湾等において、施設の点検要領に基づき台帳を整備中と聞いているが、そのデータも活用しながら

行ったほうが効率的である。 

・近年、各地方公共団体でも新たな防災対策をどのように作るかという検討がされており、地域での防災

対策を検討する上で統合的マネジメントシステムは極めて重要である。今こそ、地域計画に防災を取り

込むためにはどうすればよいかをもっと国が主導すべきであり、本研究の研究費が減額になっているの

は残念である。 

・地域の防災計画を策定する際の統合的マネジメントリスクについて、津波リスクが主な地域と高潮リス

クが主な地域があるが、一方だけの検討ではなく、両方の可能性が入るマネジメントシステムを検討さ

れたい。 

・減災対策と統合マネジメントの関係が不明確なため、明確にされたい。 

・メガリスク災害に対して、減災で対応するのか、施設マネジメント・リスクマネジメントの組み合わせ

で対応するのか、整理した上で研究されたい。 

・リスク頻度に応じて対策規模やコストが変わってくるが、本研究では、どの程度の発生頻度・外力を対

象とするのか明確にした上で研究されたい。 

・是非、推進して頂きたい。 
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